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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年４月期第１四半期 7,024 2.0 △17 － △92 － △119 －

2025年４月期第１四半期 6,884 △0.3 46 △38.2 2 △95.2 68 △69.9

（注）包括利益 2026年４月期第１四半期 △80百万円 (－％) 2025年４月期第１四半期 △51百万円 (－％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年４月期第１四半期 △13.51 －

2025年４月期第１四半期 5.57 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年４月期第１四半期 23,059 1,685 7.3

2025年４月期 22,951 1,826 8.0

（参考）自己資本 2026年４月期第１四半期 1,687百万円 2025年４月期 1,830百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円　銭 円　銭 円　銭 円　銭 円　銭

2025年４月期 － 5.00 － 5.00 10.00

2026年４月期 －

2026年４月期（予想） 5.00 － 5.00 10.00

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計） 14,023 1.2 19 － △101 － 188 － 21.22

通期 29,713 0.9 778 41.4 538 38.4 485 － 54.74

１．2026年４月期第１四半期の連結業績（2025年５月１日～2025年７月31日）

(注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注） 直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

 上記「配当の状況」は、普通株式に係る配当の状況です。当社が発行する普通株式と権利関係の異なる種類株式（非上場）
の配当の状況については、後述の「種類株式の配当の状況」をご覧ください。

３．2026年４月期の連結業績予想（2025年５月１日～2026年４月30日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無:無

当社事業の性質上、業績は下半期に偏重する傾向にあります。



①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 無

②  ①以外の会計方針の変更                              ： 無

③  会計上の見積りの変更                                  ： 無

④  修正再表示                                                  ： 無

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年４月期１Ｑ 9,029,200株 2025年４月期 9,029,200株

②  期末自己株式数 2026年４月期１Ｑ 162,251株 2025年４月期 162,251株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2026年４月期１Ｑ 8,866,949株 2025年４月期１Ｑ 8,758,330株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：無

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一

定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により

大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資

料４ページ「１．経営成績等の概況　（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。



年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円　銭 円　銭 円　銭 円　銭 円　銭
（Ａ種優先株式）
2025年４月期 － 20,276.18 － 19,835.62 40,111.80
2026年４月期 －

2026年４月期（予想） 20,164.38 － 19,835.62 40,000.00

種類株式の配当の状況

普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳は以下のとおりです。

（注）2025年４月期におけるＡ種優先株式の期末配当金は資本剰余金を配当原資としております。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、雇用・所得環境の改善や各種政策の効果が、引き続き緩やか

な景気回復を下支えすることが期待されております。一方で、米国の通商政策の動向や中国経済の減速、さらにウ

クライナや中東における地政学リスク等により、我が国の景気を下押しする要因となる可能性があります。加え

て、物価上昇の継続が消費者マインドの下振れ等により、個人消費の減少が懸念される他、金利上昇や金融資本市

場の変動等、先行きへの不透明感が続いております。

外食業界におきましては、前年に比べて人流の回復が進んだことや、インバウンド需要の増加、季節商品の好調

な販売等が業績を下支えいたしました。一方で、原材料価格や人件費の上昇等、コスト面での負担は依然として高

水準にあり、収益性の確保に向けた効率的なオペレーションの推進が引き続き重要な課題となっております。

百貨店業界におきましては、堅調に推移した前年の反動や、消費環境の変化が影響し、総じて弱含みで推移いた

しました。インバウンド需要において、円高基調の定着を背景に高額商品の購買が伸び悩み、購買客数は２ヶ月連

続のマイナスとなっており、全体として免税売上高は厳しい状況が続いております。

このような環境の中で、当社グループでは、食材、資材及びエネルギー等の価格上昇への対応、国内外における

出店及び出店準備並びにベトナム進出に向けた準備に取り組むとともに、物価高騰の影響を考慮した賃上げを実施

いたしました。

管理部門においては、属人的な作業や多くの手作業をＡＩ等の技術により効率化・省人化し、労働時間の削減を

図るとともに、更なる管理業務の効率化を目的としたプロジェクトを発足しております。各セントラルキッチンに

おいては、生産品目の集約・見直しによる労務時間及び工場運営の効率化を推進するとともに、原価改善等に対応

するプロジェクトを発足し、取り組みを開始しております。また、ＳＮＳを活用し、梅の花グループの情報発信を

行うとともに、当社グループの企業間におけるお客様情報の共有化を進め、認知度向上と集客に努めております。

さらに、この取り組みを全社的に推進するため、各業態よりメンバーを招集し、当社グループ全体での情報発信プ

ロジェクトを発足し、取り組みを開始しております。

サステナビリティ活動として、持続可能な社会の実現及び企業価値の中長期的な向上を目的として、サステナビ

リティ委員会を中心に、環境・社会・企業統治に関する重要課題の検討及び対応方針の策定、進捗管理等を進め、

気候変動対応、資源循環、人権尊重、ダイバーシティ推進等、幅広い領域において、当社グループとしての責任あ

る取り組みを推進しております。

久留米、京都、佐野のセントラルキッチンにおいては、排出された食品残渣の発酵分解による生成物を原料とし

た肥料を使用して、生産者が栽培した農作物の規格外品を含めた全量を当社が買い取る循環型リサイクルシステム

の運用を継続しております。また、イソフラボン含量が高く、外観品質に優れた大豆「ゆきぴりか」の栽培契約を

北海道の生産者と継続し、原材料の安定確保に引き続き努めております。

リブランディングに向けた取り組みとして、梅の花グループの存在意義を“花咲く、食のひとときを。”と再定

義いたしました。梅の花グループは、様々な業態、様々な装いで、こだわりの食事を提供する店舗を展開し、お客

様へ感謝の気持ちを、いつの日も「食のひととき」に込めるという想いを軸に、引き続き持続的な企業価値の創出

を目指してまいります。また、株主の皆様のご意見を企業経営及び商品開発等に反映することを目的として、外食

事業及びテイクアウト事業にて株主の皆様を対象とした試食会や工場見学会の開催を継続しております。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は70億24百万円（前年同期比102.0％）となり、営業損失は17

百万円（前年同期は営業利益46百万円）、経常損失は92百万円（前年同期は経常利益２百万円）、親会社株主に帰

属する四半期純損失は１億19百万円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純利益68百万円）となりました。

セグメント別の業績は、次のとおりであります。

（外食事業）

外食事業におきましては、売上高39億50百万円（前年同期比99.9％）、セグメント利益１億52百万円（前年同期

比113.7％）となりました。

各業態において、季節や時期に応じた企画を立案し、ＷＥＢ媒体やホームページ、公式アプリ「うめのあぷり」

やＳＮＳ等による発信に加えて、業態や店舗立地に応じた地域媒体や折り込みチラシ等を活用する等、集客に努め

ました。「湯葉と豆腐の店 梅の花」においては、６月から７月にアプリ限定の感謝祭企画を実施し、ランチと懐

石の既存店売上高の増加とアプリ会員数の増加に寄与しました。「和食鍋処　すし半」においては、店舗を中心と

した商圏に折り込みチラシを配布、「海鮮処　さくら水産」の一部の店舗においてはマグロの解体ショー、「熊本 

あか牛しゃぶしゃぶ 甲梅」においては、インバウンド向けの送客サイトとの提携や訪日外国人向けに口コミカー

ドを配布する等、業態の特色に応じた集客に取り組みました。

同様に各業態において、原材料等の価格上昇の対応として、量目や品数を含むメニュー内容と価格の見直し、メ

ニューの改廃、店舗で使用する消耗品等の見直しを実施し、セグメント利益の確保に取り組みました。

出店については、2025年６月に阪急三番街１階に中華料理「梅香　地蔵横丁店」をオープンいたしました。
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セグメント ブランド 前期末 出店 退店 当期末

外食事業

湯葉と豆腐の店　梅の花 69 - - 69

和食鍋処　すし半 8 - - 8

海鮮処　さくら水産 11 - - 11

その他 23 1 - 24

合計 111 1 - 112

テイクアウト事業

古市庵 102 - - 102

梅の花 53 1 - 54

その他 6 - - 6

合計 161 1 - 162

総合計 272 2 - 274

（テイクアウト事業）

テイクアウト事業におきましては、売上高25億６百万円（前年同期比101.0％）、セグメント利益99百万円（前

年同期比52.5％）となりました。

百貨店の集客が多い金曜日から日曜日までの売上強化策を実施、また、母の日、父の日、土用の丑の日等の季節

イベント商品販売が奏功し、既存店売上高前年比は100％超となりました。特に土用の丑の日の売上高は古市庵業

態が前年比127.4％、梅の花物販店が前年比105.8％と伸長いたしました。

従前から取り組んでいるロス率改善については目標を達成しましたが、一方で米価高騰から売上原価率が悪化し

ました。対応として７月に一部の寿司商品の価格改定を実施し、プラスワンの商品提案に伴う客単価上昇に取り組

み、利益改善を図ってまいります。

出店については、2025年５月に近鉄百貨店草津店１階に「梅の花　草津近鉄店」をオープンいたしました。

（外販事業）

外販事業におきましては、売上高５億55百万円（前年同期比126.6％）、セグメント損失23百万円（前年同期はセ

グメント損失48百万円）となりました。

既存取引先への価格改定や新規取引開始、商品の追加等により、売上高は前年比120.0％と堅調に推移いたしま

した。また、通販につきましては、クーポン配布やメルマガ、ＳＮＳでの施策を継続し、売上高前年比101.8％と

なりました。しかしながら、配送コスト等の上昇や牡蠣の販売価格の低下等の影響により、営業利益は前年を下回

る結果となりました。

（その他）

その他の売上高は12百万円（前年同期比126.0％）、セグメント利益１百万円（前年同期比102.5％）となりまし

た。

当社グループが所有する土地・建物等、有効活用を目的としたストック事業を行っております。今後、業績の改

善状況を見極めつつ、当社の経営環境を踏まえ、賃貸事業の拡大に向けたプランの検討を行ってまいります。

（店舗数）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2025年７月31日現在

（２）当四半期の財政状態の概況

（資産）

当第１四半期連結会計期間末における資産は230億59百万円となり、前連結会計年度末と比べ１億８百万円増加

いたしました。これは主に、売掛金が１億39百万円、流動資産その他が３億85百万円それぞれ増加し、現金及び預

金が３億15百万円減少したことによるものであります。

（負債）

当第１四半期連結会計期間末における負債は213億74百万円となり、前連結会計年度末と比べ２億48百万円増加

いたしました。これは主に、借入金の総額が４億71百万円増加したこと、引当金が１億14百万円減少したことによ

るものであります。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は16億85百万円となり、前連結会計年度末と比べ１億40百万円

減少いたしました。これは主に、親会社株主に帰属する四半期純損失を１億19百万円計上したことによるものであ

ります。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当社グループの業績予想につきましては、売上高の回復傾向が続いておりますが、外食業界は依然として慢性的

な人手不足及び賃金の上昇並びに米価をはじめとした原材料や資源価格の上昇等、非常に厳しい状況であることを

考慮し、2025年６月16日に公表いたしました2026年４月期の連結業績予想（2025年５月１日～2026年４月30日）か

ら現時点において変更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2025年４月30日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年７月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,076,535 1,760,628

売掛金 1,632,406 1,771,664

商品及び製品 1,802,913 1,712,753

原材料及び貯蔵品 312,174 298,742

その他 1,022,211 1,407,464

貸倒引当金 △500 △600

流動資産合計 6,845,740 6,950,654

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,162,683 5,115,329

土地 7,238,944 7,241,415

その他（純額） 675,489 653,483

有形固定資産合計 13,077,116 13,010,228

無形固定資産

その他 180,398 176,358

無形固定資産合計 180,398 176,358

投資その他の資産

退職給付に係る資産 526,296 551,437

その他 2,322,016 2,371,257

投資その他の資産合計 2,848,312 2,922,695

固定資産合計 16,105,828 16,109,282

資産合計 22,951,569 23,059,936

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2025年４月30日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年７月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 673,569 650,945

短期借入金 4,333,000 4,628,000

１年内返済予定の長期借入金 1,890,684 2,940,832

未払法人税等 62,858 6,814

資産除去債務 71,838 36,910

引当金 268,545 154,280

その他 1,930,041 1,941,980

流動負債合計 9,230,537 10,359,762

固定負債

長期借入金 10,357,650 9,483,986

資産除去債務 1,346,415 1,349,214

その他 190,789 181,331

固定負債合計 11,894,855 11,014,532

負債合計 21,125,392 21,374,294

純資産の部

株主資本

資本金 100,000 100,000

資本剰余金 2,741,716 2,681,512

利益剰余金 △564,493 △684,321

自己株式 △368,462 △368,462

株主資本合計 1,908,759 1,728,728

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 79,126 87,225

為替換算調整勘定 △127,408 △106,209

退職給付に係る調整累計額 △29,540 △22,155

その他の包括利益累計額合計 △77,822 △41,139

非支配株主持分 △4,761 △1,946

純資産合計 1,826,176 1,685,642

負債純資産合計 22,951,569 23,059,936
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2024年５月１日
　至　2024年７月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2025年５月１日

　至　2025年７月31日)

売上高 6,884,010 7,024,171

売上原価 2,295,294 2,500,598

売上総利益 4,588,715 4,523,572

販売費及び一般管理費 4,542,599 4,541,487

営業利益又は営業損失（△） 46,116 △17,914

営業外収益

その他 10,864 17,450

営業外収益合計 10,864 17,450

営業外費用

支払利息 26,319 39,668

持分法による投資損失 － 28,910

その他 27,786 23,468

営業外費用合計 54,106 92,047

経常利益又は経常損失（△） 2,874 △92,511

特別利益

閉店損失引当金戻入額 － 2,389

その他 131,909 －

特別利益合計 131,909 2,389

特別損失

減損損失 11,472 29,654

その他 256 329

特別損失合計 11,729 29,984

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
123,054 △120,106

法人税、住民税及び事業税 8,775 8,583

法人税等調整額 54,879 △11,676

法人税等合計 63,654 △3,092

四半期純利益又は四半期純損失（△） 59,399 △117,013

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
△8,676 2,814

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
68,076 △119,827

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2024年５月１日
　至　2024年７月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2025年５月１日

　至　2025年７月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 59,399 △117,013

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △90,890 8,098

持分法適用会社に対する持分相当額 △10,103 21,198

退職給付に係る調整額 △9,416 7,385

その他の包括利益合計 △110,410 36,682

四半期包括利益 △51,010 △80,330

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △42,334 △83,145

非支配株主に係る四半期包括利益 △8,676 2,814

（四半期連結包括利益計算書）
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（単位：千円）

報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）３

外食事業
テイクア
ウト事業

外販事業 計

売上高

顧客との契

約から生じ

る収益

3,953,014 2,481,900 439,160 6,874,075 － 6,874,075 － 6,874,075

その他の収

益
－ － － － 9,934 9,934 － 9,934

外部顧客へ

の売上高
3,953,014 2,481,900 439,160 6,874,075 9,934 6,884,010 － 6,884,010

セグメント
間の内部売
上高又は振
替高

1,006 2 － 1,008 － 1,008 △1,008 －

計 3,954,021 2,481,902 439,160 6,875,084 9,934 6,885,019 △1,008 6,884,010

セグメント利

益又は損失

（△）

134,022 188,773 △48,919 273,876 1,336 275,213 △229,097 46,116

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報等の注記）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2024年５月１日　至　2024年７月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、当社グループが所有する

土地・建物等有効活用を目的としたストック事業であります。

　　　２．セグメント利益又は損失の調整額△229,097千円は、主に各報告セグメントに配分していない全社費用

であります。

　　　なお、全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　　セグメントごとの固定資産減損損失の計上額は、「外食事業」10,297千円、「テイクアウト事業」1,175

千円であります。
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（単位：千円）

報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）３

外食事業
テイクア
ウト事業

外販事業 計

売上高

顧客との契

約から生じ

る収益

3,950,011 2,506,202 555,803 7,012,017 － 7,012,017 － 7,012,017

その他の収

益
－ － － － 12,153 12,153 － 12,153

外部顧客へ

の売上高
3,950,011 2,506,202 555,803 7,012,017 12,153 7,024,171 － 7,024,171

セグメント
間の内部売
上高又は振
替高

845 0 － 846 362 1,208 △1,208 －

計 3,950,856 2,506,203 555,803 7,012,864 12,516 7,025,380 △1,208 7,024,171

セグメント利

益又は損失

（△）

152,375 99,023 △23,537 227,861 1,370 229,231 △247,145 △17,914

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2025年５月１日　至　2025年７月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、当社グループが所有する

土地・建物等有効活用を目的としたストック事業であります。

　　　２．セグメント利益又は損失の調整額△247,145千円は、主に各報告セグメントに配分していない全社費用

であります。

　　　なお、全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　　セグメントごとの固定資産減損損失の計上額は、「外食事業」20,993千円、「外販事業」8,660千円であ

ります。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

前第１四半期連結累計期間
（自　2024年５月１日

至　2024年７月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2025年５月１日

至　2025年７月31日）

減価償却費 197,915千円 183,892千円

のれんの償却額 3,186 3,186

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のと

おりであります。
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